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⼤⽥市の特徴と在宅医療
•⼤⽥市は、島根県の中央部に位置し、
北は⽇本海に⾯し、南は中国⼭脈に
接する、⾯積435.3平⽅kmの地域。
• 2020年国勢調査では、
総⼈⼝：32,846⼈、
男性：15,742⼈、⼥性17,104⼈
⾼齢化率（65歳以上）：40.4％

• 2024年7⽉1⽇住⺠基本台帳登録者数
総⼈⼝：31,769⼈、
男性：15,293⼈、⼥性16,476⼈

•県⻄部の各市部と同様に⼈⼝密度が低い。
2023年1⽉1⽇現在帝国書院HPより



11⽉某⽇の訪問ルート

往診・訪問診療は
16kmルールあり

（⼀部例外規定あり）



在宅医療の対象者と必要条件
＜対象者＞
•⼊院して急性期治療を終えた⽅、ご⾼齢・通院困難症例
•終末期（悪性腫瘍・慢性呼吸循環不全・認知症など）
•病院嫌い（通院・⼊院は嫌、在宅で過ごしたい）

＜必要条件・場所＞
•必要条件：介護する家族・縁者・社会資源があること
•在宅医療の場所：⾃宅、サービス付き⾼齢者住宅、グループ
ホームなど
•イメージ（私⾒）：地域に広がる療養病棟



活動の背景
• 10年以上前より、⼤⽥市内の３診療所が協⼒して、
在宅⽀援診療所（連携型）を形成していた。
•従来の訪問看護ステーションとの連絡は、⽉1回の
⽂書通知と急ぎの場合の電話・FAX・写真などの⼿
段で、迅速性に⽋ける部分が⾒られた。
•昨年12⽉より始まったマイナンバー保険証を始め、

最近の医療デジタルトランスフォーメーション(DX)
は著しく、特に令和6年度の診療報酬改定を機に、
⼤きな変⾰期を迎えようとしている。
• 情報共有ツールとして、従来より島根県内の医療情

報ネットワークとして普及している「まめネット」
をうまく使えないだろうか？
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　松江市立病院と松江赤十字病院が、松江圏域（松江市、安来市）で活用が進んでいない
「しまね医療情報ネットワーク（通称・まめネット）」の利用拡大に乗り出す。県内七つ
の圏域で普及率が最低地域の底上げで、あらためて全県での普及を目指す。　

　地域医療の充実に向けた切り札とされたまめネットの普及を巡っては、主導する県立中
央病院を中心とした出雲圏域、患者の紹介などの結び付きが強い雲南、大田、隠岐の各圏
域で普及率が２割前後と高い一方、松江圏域は４・２４％にとどまり、全県での普及に向
けた“壁”となってきた。

　松江圏域でも主要病院はネットワークに登録はしていたものの、患者のかかりつけ医が
総合病院の医療情報を求めるケースはあっても逆のケースが少ないなどの理由で、医療機
関の側から患者に同意を積極的には呼びかけていなかった。

　運用開始から１０年が過ぎて松江圏域の主要２病院が利用拡大を促す理由について、新
型コロナウイルスの流行をきっかけに２１年、医療サービスの安定的な提供のために連携
する協定を結んだことや、同じように診療情報が共有できるマイナ保険証で、実際に運用
できるまでにはまだ時間がかかることなどがあるという。

　今後は、各病院の強みを生かした診療などが求められることを見据え、まめネットの活
用でＣＴや内視鏡検査などの画像データのほか、血液検査などの医療情報を共有し、質の
高い医療サービス提供につなげたい考え。

　５日会見した松江赤十字病院の大居慎治院長は「貴重な医療情報の共有でよりよい医療
サービスにつなげたい」と強調し、松江市立病院の入江隆院長は「出雲圏域の普及率に近
づけたい」と話した。（森みずき）
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みかめの輪について
在宅医療の充実と情報共有を⽬的として、2024
年5⽉より⼤⽥市内の4診療所と4訪問看護ステー
ションが、しまね医療情報システム（まめネッ
ト）を利⽤した在宅医療情報連携ネットワーク
を作り、その通称を「みかめの輪」としました。

在宅医療情報利⽤件数 17件
（2024年12⽉末現在）



在宅医療アンケートの⽬的・対象・⽅法
⽬的：⼤⽥市における在宅医療の現状と在宅医療の場での情報
通信技術（ICT）の利⽤状況を調査し、今後の在宅医療の課題と
解決⽅法を探る⽬的でアンケート調査を実施した。

対象：⼤⽥市内の内科系診療所及び巡回診療実施20医療機関

⽅法：アンケート送付による2024年7⽉現在の訪問診療の
実績調査（無記名）。
アンケート期間：2024年8⽉19⽇〜8⽉31⽇

結果：アンケート回収 17/20医療機関（回収率 85.0％）
（但し、巡回診療3医療機関は3ヶ所の総数 ）



訪問診療・往診の総数 （2024年7⽉）
訪問診療 対象患者数（ 634）⼈ 延べ訪問回数（1309）回

上記のうち在宅患者数（ 277）⼈ 延べ訪問回数（ 581）回
上記のうち施設患者数（ 357）⼈ 延べ訪問回数（ 728）回

往診患者数 対象患者数（ 117 ）⼈ 延べ往診回数（ 155）回

24時間対応の有無 対応あり（11）対応なし（6）

過去１年間の在宅看取り実績 なし（4）・あり（13：総数155件）



円滑な病診連携に必要な項⽬3つ
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多職種間の連携先で重要なもの3つ
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使⽤機器、マイナ保険証対応・利⽤率
１ 電⼦カルテの使⽤ 使⽤している（15）使⽤していない（2）
２ 受付でマイナ保険証の対応 対応している（15）対応していない（2）
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島根医療情報システム（まめネット）利⽤状況と項⽬

島根医療情報システム（まめネット）利⽤している（17）利⽤していない（2）
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在宅オンライン資格確認

•在宅オンライン資格確認とは？

在宅オンライン資格確認 実施している（1）検討中（8）未知の状態（8）



⽬的・対象・⽅法
⽬的：⼤⽥市における在宅医療の現状と在宅医療の場での
情報通信技術（ICT）の利⽤状況を調査し、今後の在宅医
療の課題と解決⽅法を探る⽬的でアンケート調査を実施 。

対象：⼤⽥市内で訪問看護実施 7施設
⽅法：アンケート送付による2024年7⽉現在の訪問看護の
実績調査（無記名）。

アンケート期間：2024年8⽉19⽇〜8⽉31⽇
結果：アンケート回収 6/7施設（85.7％）

（但し、1施設は2024年8⽉末で廃⽌）



訪問看護実施総数と利⽤者状況（2024年7⽉）

訪問看護 利⽤者数 （ 404）⼈ 総訪問回数 （ 2187 ）回
上記のうち在宅患者数 （ 391）⼈ 延べ訪問回数（ 2097 ）回
上記のうち施設患者数 （ 13）⼈ 延べ訪問回数（ 90 ）回

過去１年間の在宅看取り なし（2） あり（4）総数（28）件



まめネット情報共有サービスを利⽤した
訪問看護ステーションからの感想

lタブレットがないので写真が送れない。情報をその場で⼊⼒で
きないのが課題。
l病院側から情報をいただくことは少ないため、訪問診療時のバ
イタルサインや情報を在宅共有サービスで共有することができ
て良い。
l主治医の意⾒・診療⽅針等が直接伝わるため、看護に活かすこ
とができる。有効活⽤すれば患者のメリットは⼤きいと思われ
る。
lターミナル期の利⽤者様の⽇々の様⼦を相⼿⽅の業務を中断さ

せることなく情報提供できる。
lかかりつけ医から直接回答をうることができる。



⼤⽥在宅医療情報連携ネットワーク（みかめの輪）研修会 
実施年⽉⽇：2024年10⽉24⽇ 19：00〜20：45
場所：あすてらす3F研修室
参加者数：総数65名（医療・福祉・介護・⾏政関係者他）

〇座⻑：⼤⽥呼吸循環クリニック 院⻑ 中島秀嗣 先⽣
報告１「⼤⽥市における在宅医療アンケート報告」
演者：⼤⽥シルバークリニック 院⻑ 岡⽥和悟 先⽣
報告２「訪問看護アンケート報告ならびに症例提⽰」
演者：訪問看護ステーション ラシック 河上 満 先⽣

〇座⻑：うめがえ内科クリニック 院⻑ 梅枝伸⾏ 先⽣
特別講演「在宅医療における情報通信技術（ICT）の利⽤」
講師：医療法⼈医純会すぎうら医院院⻑ 杉浦弘明 先⽣

（島根県在宅医療介護連携推進事業研究会 より講師派遣）



第17回⽯⾒銀⼭医学会
2024年12⽉5⽇開催

•年2回開催する地元基幹病院である⼤⽥
市⽴病院と⼤⽥市医師会との合同医学会
• 研修医、開業医、薬剤師・看護師・リハ
ビリ職など多職種連携を⽬的に開催
• ハイブリッド開催で、20〜30名程度の参

加者あり
•病診連携のあり⽅を含めて、発表・討議
を⾏う⼤⽥市でのローカルコミュニケー
ションの場
•在宅医療におけるアンケート調査を通じ
た病診連携の⼤切さをアピール



医療界（主に診療所）におけるDXの促進

• オンライン資格確認、マイナ保険証普及・促進（2024年12⽉〜）
•電⼦処⽅箋（2025年4⽉）
•電⼦カルテ情報共有サービス（2025年10⽉）
• 標準型電⼦カルテシステム

•訪問診療におけるオンライン資格確認
•訪問看護ステーション オンライン請求義務化（2024年10⽉）
•訪問看護ステーション オンライン資格確認義務化（2024年12⽉〜）



2024年度診療報酬改定



まとめ
ü⼤⽥市における在宅医療の現状と在宅での情報通信技術（ICT）の

利⽤状況を調査し、今後の在宅医療の課題と解決⽅法を探る⽬的で
アンケート調査を実施した。
ü対象20医療機関にアンケートを配布し、回収率は85％であった。
ü対象患者数は、634⼈（在宅277⼈、施設357⼈、訪問総数1309回
であった。1年間に往診が117⼈（155回）実施され、看取り実績は
155件であった。
ü病診連携には、緊急⼊院への病院対応・退院前の情報提供・終末期
ACPが必要性が⾼かった。
ü多職種連携には、連携についての協議・交流や意⾒交換・相談窓⼝
が必要性が⾼かった。
ü今後の在宅医療DXへの対応として、まめネットの在宅情報共有の

さらなる活⽤が望まれる。


